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人工知能学会 ナチュラルコンピューティング(SIGNAC)研究

会  

第 40 回研究会 SOMA Workshop 

2024 年 3 月 8 日から 10 日  

北海道小樽市 えきまえギャラリー 

                                  

3 月 8 日（金） 

13:00 開会 

13:00 – 14:30「プラレール ネットワーク」の⼀⽅向性 

秋田 大 

東京⼤学⼤学院情報理⼯学系研究科 知能機械情報学専攻⽣命知能システム) 

15:00-16:30 ナチュラリティの創造的計算論的モデルとその工学的実証 

笹井 一人 

茨城⼤学⼯学部 情報学科⼤学院 

17:00-18:30 知覚的シンボルシステムを基盤としたアブダクティブな推論 

小野 哲雄 

北海道⼤学⼤学院 情報科学研究院 

ナイトセッション  

司会 小野哲雄, 話題提供 鈴木泰博 

 

３月９日（土） 

13:30-15:00 TBA（セルラーオートマトン） 

今井 勝喜 

福山大学工学部 情報工学科 

15:30-17:00  ⽣きた神経細胞を⽤いた計算機の可能性 

秋田 大 

東京大学大学院情報理工学研究科 

17:30-19:00 Practice of Human-human interaction 

藤原 義久 

兵庫県⽴⼤学⼤学院 シミュレーション学研究科 

ナイトセッション 

司会 鈴木泰博 話題提供 吉田彩乃 

 

3 月 10 日（日） 

10:30-11:30 TBA（生物物理） 

吉田 彩乃 

（札幌市立大学 デザイン学部） 

11:30-12:30 感性・触覚情報学とその展開 

鈴木 泰博 

（名古屋大学 大学院） 
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3 月 8 日(金曜日) 

 

プラレールネットワークの一方向性 
秋田 大 

東京大学大学院情報理工学系研究科 知能機械情報学専攻 

 生命知能システム研究室 

 
プラレールは子供向けのおもちゃの鉄道であり，分岐器や立体交差を組み合わせた線

路ネットワークを作って電車を走らせることができる．このような線路ネットワーク

はしばしば一方向性を持つ．つまり，その線路ネットワーク内を走る電車は各線路に

特定の方向でしか侵入できない．この性質についてグラフ理論を用いて議論し，線路

ネットワークが一方向性を持つ条件を明らかにする． 

参考：https://arxiv.org/abs/2308.10044 

 
 

ナチュラリティの創造的計算論的モデルとその工学的実証 
笹井 一人 

茨城⼤学⼯学部 情報学科⼤学院 

 

自然界の計算過程がもたらす様々な性質が明らかになり、人工知能やエージェント、ロ

ボット、コミュニケーションなどの分野に応用されてきた。しかしながら、その過程に

おいて、カオスの縁や階層性といった問題が未だに積み残しになっている。我々はその

ような問題に対して、創造性を元にした計算モデルを構築し、それを逆工学的に応用す

ることで実証する研究を行っている。本発表では、そのような取り組みについて概説す

る。 

 

 

知覚的シンボルシステムを基盤としたアブダクティブな推論 
小野 哲雄 

北海道⼤学⼤学院 情報科学研究院 

 
 
 
 
 
 

https://arxiv.org/abs/2308.10044
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3 月 9 日（土曜日） 
 

生きた神経細胞を用いた計算機の可能性 
秋田 大 

東京大学大学院情報理工学系研究科 知能機械情報学専攻 

 生命知能システム研究室 

 
脳は動物の高度な情報処理の源になっており，近年発達が著しい人工知能に対しても

その能力や省エネルギー性等の点でまだ優位性があると考えられている．しかし，生

きた神経細胞をそのまま用いた計算機というのはいまだに実用化されておらず，情報

処理素子としての神経細胞はその潜在能力を秘めたままになっている．本発表では，

神経細胞の分散培養系を用いて計算を行う試みを紹介し，神経細胞計算機の実用化に

向けた展望について議論する． 

TBA 
今井 勝喜 

福山大学工学部 情報工学科 

 

 
Practice of Human-human interaction 

藤原義久 

兵庫県立大学大学院 情報科学研究科 

 
Argentine tango is one of the most interesting pair-dances, which is enthusiastically 
shared by people all over the world including those having Parkinson's or other diseases. 
Most important elements of tango are abrazo (embracement) and music. I will show 
you a practice of this human-human interaction in a video and pictures that took place 
in Kobe last summer, and also would invite you to have an experience on-site. 
 

3 月１０日（日曜日） 

 

TBA 
吉田 彩乃 

札幌市立大学 デザイン学部 
 

感性・触覚情報学とその展開 

TactileDX and recent developments 
鈴木 泰博 

名古屋大学大学院 情報学研究科 

 


